
平 成 24 年 3 月

名張市 都市整備部

名張市 橋梁長寿命化修繕計画



１）背景

○   名張市が管理する橋梁は、平成22年4月現在、全379橋（橋長2ｍ以上）で、そのう

ち15ｍ以上の橋梁は62橋、15ｍ未満の橋梁は317橋である。

○ 　管理橋梁全379橋の内、現時点で建設後50年を経過した橋梁は68橋であるが、20年

後には建設後50年を経過する橋梁が304橋と約80％を占め、橋梁の高齢化が進展して

いきます。

○ 　これまでの橋梁の維持管理は、損傷が深刻な状態に陥った段階で、大規模な修繕や

橋梁を架替えるなど、事後的に修繕を実施する対症療法型の手法がとられてきました。

○ 　今後、高齢化橋梁が急速に増加していくことから、従来同様の事後的な維持管理で

は維持管理に係る費用が膨大となり、利用者への安全性や信頼性を確保するための適

切な維持管理の継続が困難となり、結果として道路サービスの低下に繋がることが予

想されます。

２）目的

○ 　安全性や信頼性を確保した道路サービスの提供を目的に、長寿命化修繕計画を策定

し、従来の事後的な維持管理から予防的な修繕および計画的な架替えを実施する、予

防保全型へと管理手法の転換を図る。

○ 　長寿命化修繕計画に基づき、橋梁の長寿命化並びに維持管理費用の縮減を図る。
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 １．長寿命化修繕計画の目的
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○ 長寿命化修繕計画の対象：名張市が管理する橋長15ｍ以上の橋梁

  橋長15ｍ以上の橋梁は、橋梁規模が比較的大きく補修や架替えにかかる費用も多く

期間も長くなる特性があるため、道路サービスの低下に対する影響も大きいと考えら

れるため、橋長15ｍ以上の橋梁を対象とする。

１）健全度の把握の基本的な方針

○ 　健全度の把握は、名張市橋梁点検要領（案）に基づく点検を定期的に実施し、橋梁

の損傷状況を踏まえ継続的に健全度の把握を行っていきます。

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針

○ 　橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、パトロール等の実施を徹

底していきます。

３）橋梁点検の進捗状況

○ 　名張市では15m以上の橋梁について平成20年度に21橋、平成21年度に33橋の橋梁点検

を実施しています。

　今後、2m以上15m未満の橋梁についても実施していく予定です。

１）長寿命化修繕計画の基本方針

○ 　橋梁の損傷が深刻な状態に陥った段階で、大規模な修繕や架替えを実施する対症療

法型の維持管理から、定期的に点検を実施して、損傷が深刻な状態に陥る前に修繕を

実施する予防保全型へと維持管理手法の転換を図ることで、橋梁の寿命を延ばすこと

が可能となり、修繕および架替えに係る維持管理費用の縮減に努めていきます。

○ 　計画的に定期点検を実施して、最新の点検結果に基き適宜見直しを行っていきます。
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 ２．長寿命化修繕計画の対象橋梁

 ３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針
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１）次回定期点検時期

○ 　定期点検とは、予め一定の期間を定めて行うもので、名張市橋梁点検要領（案）に

基づき、概ね5年に1回の頻度で実施することを基本とします。

２）修繕計画

○ 　橋梁長寿命化修繕計画に基づく、対象橋梁における年度別の橋梁数と対策費は次の

通りです。なお、本表に示す数値は修繕計画により想定したもので、事業実施に係る

数値とは異なるため、適宜見直しを行っていきます。

20百万円 6%

鋼橋梁の塗装塗り替え工

橋梁の点検費用等

153百万円 47%
26百万円 8%

　合　　　計 327百万円 100%

断面修復工・ひび割補修工・補強工等

断面修復工・ひび割補修工・根固工等

13百万円 4%　ｺﾝｸﾘｰﾄ床版

　橋梁下部工

  鋼塗替塗装

　その他

　橋　　　面

主な工種

舗装補修・伸縮装置交換・高欄取替等105百万円 32%
対策費 対策費率

断面修復工・ひび割補修工・補強工等　ｺﾝｸﾘｰﾄ主桁 10百万円 3%

 修繕等計画橋梁数 6

平成24年度 平成25年度

平成29年度

平成26年度 平成27年度

546 1 0

54 修繕等計画橋梁数 15 1 0 0

平成28年度
計画 計画 計画 計画 計画

平成33年度
計画 計画 計画 計画 計画
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 ５．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期

【 修繕等対策費の部材別内訳比率 】
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１）長寿命化修繕計画による効果

○ 　計画的に定期的な点検を実施することにより、橋梁の損傷が深刻化する前に早期に

発見し修繕を実施することで、利用者への安全性と信頼性を確保した道路サービスが

提供される。

○ 　長寿命化修繕計画により、予防的な維持管理を実施することで、橋梁の長寿命化や

ライフサイクルコストの縮減が図られる。

○ 　長寿命化修繕計画を策定する54橋について、予防保全的な修繕を実施して橋梁の寿

命を延ばすことが可能となり、対症療法的に架替え（更新）を実施した場合との費用

を比較した結果、今後50年間で約37億円のコスト縮減が見込まれます。

　なお、コスト縮減額は、現時点での点検結果に基づき試算したもので、今後の財政

状況や橋梁数の増減により、適宜見直しを行っていきます。

１）計画策定担当部署

　三重県　名張市　都市整備部　維持管理室　tel 0595-63-7681

２）意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者

* 本計画の策定にあたっては、学識経験者に助言をいただいています。

 ６．長寿命化修繕計画による効果

 ７．計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門的知識を有する者


